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消費者調査＆販売サイトイメージ

“いなか時間”をすごしてみよう！

宿泊プラン化

体験プラン販売

(富山)伝統のこきりこ作り

9月各会30名

流通方法のご提案

消費者調査

プラン評価＆
アンケート

仮版

“いなか時間”を
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■じゃらんnetメルマガ11月～12月配信（東北版、関東版、九州版計222.1万部×1回、
全国版373.4万部×2回）
■FACEBOOK AD（予定）など、有力サイトとのタイアップやキャンペーンバナー等
掲載

①特設ページで
研修会で作成した
GTメニューが紹介され、
②該当メニュー付きの
お宿様のじゃらんnet
宿泊プランヘのリンク
③該当メニューの
ATND参加チケット
販売ページへのリンク
④事業者様WEBサイト
にリンク（宿以外）

延べ約970万部！！ その他
プロモーション

キャンペーン特設
ページ

※キャンペーン
特設ページは
2013年11月
中旬から
2014年3月まで
開設予定。

プロモーション
予定

※掲載スペースはイメージ。
変更がありえます。

研修会で考えたGTメニューが掲載されます。
※プランの掲載順は弊社にて決定いたします。ご了承ください。

(富山)伝統のこきりこ作り

9月各会30名

貴社WEB

▲イベントATND

（チケット販売サイト）

▼じゃらんnet

新規
予約!

大規模なプロモーションを実施！

グリーン・ツーリズム推進＆ネットワーク構築事業全体

(A)グリーンツーリズム ネットワーク構築

(B)【地方研修会】

座学(マーケティン
グ＋流通手法等)

ワークショップ
(売れる商品作り)

観光事業者連携

(C)【誘致方法検討】
キャンペーンサイト

商品評価
調査

テスト販売

商品評価調査

宿泊
ﾌﾟﾗﾝ化

新たな
流通

都道府県調査

メールマガジン

各種情報提供

本日の研修会（Ｂ）、その後のキャンペーン（Ｃ）のほかに
グリーン・ツーリズムに係る皆様のネットワーキング（メールマガジン：A）
を発行し、情報交換の場づくりを推進します。

本日ご参加の方でまだお申し込みでない方は特段の事情がなければ、
事務局にて登録させていただきます（※受取り後の退会もボタンひとつで可能です）
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国内旅行2.3億人泊に向け、
豊かな里山・里海体験を提供することで、

本格的なグリーンツーリズムの
ファンを増やしていくことをともに目指しましょう。

旅行のついでに体験できる『エントリーモデル』開発で
グリーンツーリズムの裾野拡大を！

3 4

■内容
旅行者ニーズや観光とグリーンツーリズムをマッチングして
成功している事業者様から直接ノウハウを学びます。
後半はワークショップで
“売れる！体験プランの造成”を目指します。

■特典
当日、ワークショップで作って頂いたプランは、キャンペーンサイト上で
プロモーション、テスト販売、消費者評価調査が可能（掲載無料）。

■日程 11:00－17:00
＜仙台会場＞ ２０１３年９月 ２６日（木） 於：仙台トラストタワー 1101
＜熊本会場＞ 2０１３年１０月 １日（火） 於：くまもと森都心プラザ 多目的室
＜東京会場＞ ２０１３年１０月４日（金） 於：グラントウキョウサウスタワー41階

グリツリ体験プラン造成！研修会

ワークショップの進め方と本日のゴールは、後ほど詳しくご説明いたします。
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■ワークショップの進め方＜３会場共通＞

1

「カスタマーにとって魅力的」な
体験型商品を造るポイントがわかる

■ ワークショップ目的

1

最終
ゴール

造成された商品は
キャンペーンサイトに載りますよ！

魅力的な商品、売れる商品が
つくれるようになる

◆ ワークショップとは

同じ立場の人々や個人観光客に詳しいアドバイザーと

ワークショップを通して、商品を改良・造成するとともに、

観光事業者との流通の連携を合意形成という方法によって

アイデアをまとめていくプログラムです。

事業者主導のアイデアを形にしていくプログラム

事業者の意見を尊重し合意形成に導きます

ワークショップの主体者は“事業者”

■ 進め方：ワークショップ・対話とは

・参加
－自ら考えて気づく
・体験から学ぶ
－体験して振返りから学ぶ
・相互作用
－他者から学ぶ

・受身
・「先生」による講義
・一方的な知識伝達

講義 ワークショップ

議論 対話

われわれ／あなた方

目的 ｏｒ 課題

私たち

目的ｏｒ 課題

◆進め方： ワークショップ・対話とは

Don’t be shy♪

◆ 参加にあたって（ルール）

「本音でどんどん話す」
「否定言葉は使わない」
（どの意見も間違ってない）
「他人・体験から学ぶ」
「関心を寄せ、楽しむ♪」
全員が主役！です

◆ 本日のゴール

■お手元のプラン造成シートの
必要な項目が表裏埋められている状態

→このシートはキャンペーンWEBサイトの
原稿用紙を兼ねていますので
適切に記入いただくことで、消費者に
情報を届けることができます

→このシートはそのまま観光事業者様（宿泊施設、
旅行会社、エリアの受入れ中間組織など）との
商談シートに使えますので、ご記入いただくことで
その後の連携交渉がスムースに進みます

◆ プラン造成シートの事前に

■事前にふたつのシートを使って、内容骨子を検討します。それぞれ記入
例をご参考に楽しく考えながら、作成してみてください。

▲「商品価値を磨く」ワークシート

▲「商品化する」ワークシート

◆ 造成する商品の内容について

①「トータル3時間以内のプランを」

■個人観光客の7割は1泊2日の旅行。
「チェックイン前」「夕食後」「朝食前」「チェックアウト後」に
GTを組み込める可能性のある時間があります
■移動を考えると体験時間そのものは1－2時間でOK
■最終的には本格的なGTを体験いただくためにも
「最初の一歩」は、観光客の時間の都合に合わせることも
大切です

◆ 造成する商品の内容について

②「2名でも催行できるプランを」

■前ページ同様に、本格的なGTを体験いただくためにも
「最初の一歩」は、個人観光客の旅行スタイルに沿って
■調査ではGT商品の価格を高いと感じている観光客は
少数派です。2名催行にすることで料金が高くなっても
受容性はありそうです（キャンペーンサイトでは販売予定
価格を表示して人気度を測ります）
■2名催行の大人一人料金と3名、4名以上の場合の
大人ひとり料金を分けて造成するのも一案です




